
(57)【要約】

【課題】個人環境での文字列の頻度情報により、入力文

の個人環境への言語変換や差分強調を容易に行えるよう

にすること。

【解決手段】個人環境での読み書きの入力を行う読み書

き入力部５と、文字列の頻度情報の検索を行う頻度記憶

手段３ａとを備え、前記頻度記憶手段３ａは、前記読み

書き入力部５から入力された個人環境での読み書きデー

タから任意の文字列を抽出し、該抽出した文字列毎の個

数をカウントする。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 と を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か
ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る こ と を 特 徴 と し た 個
人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 読 み 入 力 検 出 部 と 書 き 入 力 検 出 部 と を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 検 出 部 で 検 出 し た 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 の 重 み
を 前 記 読 み 入 力 検 出 部 で 検 出 し た 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 の 重 み よ り 重 く し て 前 記 任
意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 読 み 入 力 検 出 部 は 、 表 示 時 間 の 短 い も の は 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 と し て 検 出 し
な い よ う に し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ２ 記 載 の 個
人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ の う ち 古 い も の
を 削 除 し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ か ら 古 い も の の
重 み を 軽 く し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 を 個 人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と を 備 え 、
前 記 言 語 変 換 手 段 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 を 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 出
現 頻 度 の 高 い 文 字 列 に 変 換 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 を 個 人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と を 備 え 、
前 記 言 語 変 換 手 段 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 言
語 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分
強 調 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分
強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
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前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 を 個 人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と を 備 え 、
前 記 言 語 変 換 手 段 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 言
語 変 換 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分
強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽 出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の
差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を 設 定 し 、 抽 出 手 段 で 入 力 さ れ
た 文 字 列 の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 以 外 の 領 域 か ら 全 て の 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 抽 出
し て 前 記 格 納 手 段 に 格 納 し 、 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 前 記 格 納 手 段 に 格 納 さ れ て い
な い 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出 力 す る こ と を
、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列
の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も
の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽 出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の
差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を 設 定 し 、 抽 出 手 段 で 、 入 力 さ
れ た 文 書 デ ー タ の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 格 納 手 段 に 格 納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単
位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出 力 し 、 前 記 強 調 表 示 し た も の
を 前 記 格 納 手 段 に 格 納 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列
の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も
の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個 人 環 境 差 分
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強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が 一 般 的 な
テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 よ り 有 意 に 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し た 個
人 環 境 差 分 強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、
文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 頻 度 記 憶 手 段 は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の
文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 と 、
入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、
前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が 一 般 的 な
テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 の あ る 値 倍 よ り 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る こ と を 特 徴 と し
た 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、
該 読 み 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出
し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 頻 度 記 憶 手 段 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能
さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、
該 読 み 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出
し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 を 前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 に 変 換 し て
出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、
該 読 み 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出
し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧
づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ
グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、
該 読 み 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出
し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値
以 下 の も の を 強 調 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ
ラ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、
該 読 み 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出
し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値
以 上 の も の を 強 調 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ
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ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 手 段 と 、
前 記 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該
抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 頻 度 記 憶 手 段 と 、
入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽 出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の
差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を 設 定 し 、 抽 出 手 段 で 、 入 力 さ
れ た 文 書 デ ー タ の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 格 納 手 段 に 格 納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単
位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出 力 し 、 前 記 強 調 表 示 し た も の
を 前 記 格 納 手 段 に 格 納 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置 と 、
前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 、 前 記 頻 度 記 憶
手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る 前 記 差 分 強
調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 デ ー タ か ら 文 字 列 の 頻 度 情 報 を 求 め る 個 人 環 境 頻
度 記 憶 装 置 と 、 該 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 を 使 用 す る 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 及 び 個 人 環 境 差
分 強 調 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 に 、 個 人 環 境 の 読 み 書 き シ ス テ ム に お い て そ の 個 人 の 良 く 知 っ て い る 文 字 列 （ 単 語 ） を
認 定 す る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム と 、 な る べ く 個 人 の 良 く 知 っ て い る 文 字 列
（ 単 語 ） を 使 っ て 表 示 す る よ う に す る 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム と 、 個 人 環 境
で の 文 字 列 の 出 現 頻 度 に よ り 文 字 列 を 強 調 表 示 す る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 自 然 言 語 で 記 述 さ れ た 文 ま た は 文 章 に 関 す る 表 現 の 変 換 処 理 と し て 典 型 的 な も の は
、 機 械 翻 訳 で あ る 。 機 械 翻 訳 で は 、 あ る 国 の 自 然 言 語 で 記 述 さ れ た 文 ま た は 文 章 を 他 の 国
の 自 然 言 語 で 記 述 さ れ た 文 ま た は 文 章 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
機 械 翻 訳 が 他 の 国 の 言 語 に 変 換 す る の に 対 し 、 同 一 の 自 然 言 語 間 で の 文 ま た は 文 章 の 変 換
処 理 を 行 う シ ス テ ム も 用 い ら れ る よ う に な っ て き て い る 。 例 え ば 、 要 約 文 を 自 動 生 成 し た
り 、 文 章 を 推 敲 し た り す る シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 般 に 同 一 自 然 言 語 間 で の 文 の 変 換 処 理 で は 、 変 換 前 の 語 ・ 句 ・ 文 な ど の パ タ ー ン と 変 換
後 の 語 ・ 句 ・ 文 な ど の パ タ ー ン と の 対 か ら な る 変 換 規 則 を 大 量 に 用 意 し 、 い わ ゆ る パ タ ー
ン ・ マ ッ チ ン グ に よ っ て 入 力 文 中 に 現 れ る 変 換 前 の パ タ ー ン を 探 し 出 し 、 該 当 す る パ タ ー
ン が あ れ ば 、 そ れ を 変 換 後 の 語 ・ 句 ・ 文 な ど の パ タ ー ン に 置 き 換 え る 処 理 を 行 う も の で あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 各 種 の 言 い 換 え を 統 一 的 に 扱 う こ と が で き る よ う に す る た め 、 あ る 自 然 言 語 で 記 述
さ れ た 文 字 列 を 、 同 一 の 自 然 言 語 で 記 述 さ れ た 他 の 表 現 に よ る 文 字 列 に 変 換 す る シ ス テ ム
と し て 次 の も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
主 要 な モ ジ ュ ー ル と し て 変 形 処 理 手 段 と 評 価 処 理 手 段 と 、 自 然 言 語 の 文 字 列 に 関 す る 変 形
の 規 則 を 記 憶 す る 変 形 規 則 記 憶 手 段 と 、 文 字 列 を 変 形 し た 結 果 が 目 的 と す る ふ さ わ し い 変
換 で あ る か ど う か を 評 価 す る た め の 尺 度 を 与 え る 評 価 関 数 ま た は 評 価 規 則 を 記 憶 す る 評 価
情 報 記 憶 手 段 と を 持 ち 、 こ れ ら を 変 換 の 目 的 に 応 じ て 交 換 で き る よ う に す る 。 さ ら に 、 変
形 規 則 記 憶 手 段 お よ び 評 価 情 報 記 憶 手 段 に 、 変 形 規 則 お よ び 評 価 関 数 等 を 複 数 種 類 用 意 し
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、 変 換 の 目 的 に 応 じ て 選 択 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 複 数 の 言 語 変 換 処 理 シ ス テ ム を 開 発 す る 場 合 の 開 発 コ ス ト を 低 減 し 、 ま た 、
複 数 の 言 語 変 換 処 理 シ ス テ ム を 統 一 さ れ た イ ン タ フ ェ ー ス で 利 用 可 能 に す る こ と が で き る
も の が あ っ た （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 及 び 特 願 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ５ ８ ８ ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
村 田 真 樹 ， 井 佐 原 均 ， 　 言 い 換 え の 統 一 的 モ デ ル － 尺 度 に 基 づ く 変 形 の 利 用 － ， ２ ０ ０ １
年 　 ３ 月 ３ ０ 日 言 語 処 理 学 会 第 ７ 回 年 次 大 会 ワ ー ク シ ョ ッ プ
論 文 集 ， ｐ ． ２ １ ～ ２ ６
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 要 約 文 の 自 動 生 成 、 文 章 の 推 敲 等 の 同 一 自 然 言 語 内 で の 文 ま た は 文 章 の 変 換 処
理 で は 、 一 般 に 変 換 規 則 に よ る 一 律 な 変 換 を 行 う も の で あ り 、 平 易 文 生 成 、 要 約 文 生 成 、
文 章 の 推 敲 と い っ た 変 換 の 目 的 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 個 別 に 独 自 の シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要
が あ り 、 個 人 環 境 に 対 応 し た 言 語 変 換 を 自 動 で 行 え る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 各 種 の 言 い 換 え を 統 一 的 に 扱 う こ と が で き る よ う に し た も の は 、 個 人 の 良 く 知 っ て
い る 単 語 を 認 定 し 、 各 個 人 の 良 く 知 っ て い る 単 語 を 使 っ て 表 示 で き る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 の 解 決 を 図 り 、 個 人 環 境 の 読 み 書 き シ ス テ ム に お い て そ の 個 人 の 良 く
知 っ て い る 単 語 を 認 定 し 、 な る べ く そ の 単 語 を 使 っ て 表 示 す る よ う に す る こ と で 、 各 個 人
に と っ て わ か り や す い 表 現 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 個 人 環 境 で の 文 字 列 の 出 現 頻 度 に よ り 文 字 列 を 強 調 表 示 す る こ と で 、 自 分 の 苦 手 な
文 字 列 や 単 語 、 自 分 の 興 味 の 大 き い 文 字 列 や 単 語 を 容 易 に 特 定 で き る よ う に す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
図 １ は 本 発 明 の 原 理 説 明 図 で あ る 。 図 １ 中 、 ２ は 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 、 ３ ａ は 頻 度 記 憶
手 段 、 ４ ａ は 言 語 変 換 手 段 、 ５ は 読 み 書 き 入 力 部 、 ６ は 入 力 部 、 ７ は 出 力 部 、 １ ３ ａ は 格
納 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め 次 の よ う な 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ １ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 部 ５ と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検
索 を 行 う 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ と を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 ５ か
ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列
毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 。 こ の た め 、 個 人 環 境 で の 文 字 列 の 頻 度 情 報 に よ り 、 入 力 文 の 個
人 環 境 へ の 言 語 変 換 や 差 分 強 調 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ２ ） ： 前 記 （ １ ） の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に お い て 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ に 読 み 入 力
検 出 部 と 書 き 入 力 検 出 部 と を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 検 出 部 で 検 出
し た 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 の 重 み を 前 記 読 み 入 力 検 出 部 で 検 出 し た 前 記 任 意 の 文 字
列 の 出 現 頻 度 の 重 み よ り 重 く し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る 。 こ の た め 、 印 象
の よ り 多 い 「 書 く 」 と い う こ と を 重 要 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ３ ） ： 前 記 （ ２ ） の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に お い て 、 前 記 読 み 入 力 検 出 部 は 、 表 示 時 間
の 短 い も の は 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 と し て 検 出 し な い よ う に し て 前 記 任 意 の 文 字 列
の 出 現 頻 度 を 求 め る 。 こ の た め 、 個 人 が 読 ま な い で 単 に 表 示 す る も の を 除 く こ と が で き る
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。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ ４ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に お い て 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は
、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ の う ち 古 い も の を 削 除 し て 前 記 任
意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る 。 こ の た め 、 最 近 の 個 人 環 境 頻 度 を 記 憶 で き 、 個 人 環 境 の
変 化 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ５ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に お い て 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は
、 前 記 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ か ら 古 い も の の 重 み を 軽 く し て 前
記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る 。 こ の た め 、 最 近 の 個 人 環 境 頻 度 を 重 要 視 で き 、 個 人
環 境 の 変 化 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ６ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 を 個
人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 ４ ａ と を 備 え 、 前 記 言 語 変 換 手 段 ４ ａ は 、 入
力 さ れ た 文 字 列 を 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 に
変 換 し て 出 力 す る 。 こ の た め 、 各 個 人 に と っ て 分 か り や す い 表 現 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ７ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 を 個
人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 ４ ａ と を 備 え 、 前 記 言 語 変 換 手 段 ４ ａ は 、 入
力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字
列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る 。 こ の た め 、 完 全 に 書 き 換 え て 、 勘 違 い や 文 の 意 味
が 変 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ８ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文
字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た
文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値
以 下 の も の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 自 分 の 苦 手 な 文 字 列 や 単 語 を 手 際 よ く 探 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ９ ） ： 前 記 （ １ ） ～ （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文
字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た
文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値
以 上 の も の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 自 分 の 興 味 の 大 き い 文 字 列 や 単 語 を 強 調 表 示 し て
、 自 分 の 興 味 の あ る 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ １ ０ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 を 個 人 環 境 言 語 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 ４
ａ と を 備 え 、 前 記 言 語 変 換 手 段 ４ ａ は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装
置 ２ に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る 。 こ の た
め 、 完 全 に 書 き 換 え て 、 勘 違 い や 文 の 意 味 が 変 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ １ １ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と
を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格
納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 自 分 の
苦 手 な 文 字 列 や 単 語 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
（ １ ２ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る
抽 出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域
を 設 定 し 、 抽 出 手 段 で 入 力 さ れ た 文 字 列 の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 以 外 の 領 域 か ら 全 て の 前 記
抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 抽 出 し て 前 記 格 納 手 段 に 格 納 し 、 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て
、 前 記 格 納 手 段 に 格 納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検
出 領 域 の 文 書 を 出 力 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、 前
記 差 分 強 調 装 置 は 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列 の
う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も
の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が 少 な く 、 自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に
現 れ た 箇 所 を 容 易 に 特 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ １ ３ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る
抽 出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域
を 設 定 し 、 抽 出 手 段 で 、 入 力 さ れ た 文 書 デ ー タ の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 格 納 手 段
に 格 納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を
出 力 し 、 前 記 強 調 表 示 し た も の を 前 記 格 納 手 段 に 格 納 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰
り 返 す 差 分 強 調 装 置 と を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判
断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 、 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格 納 さ れ て い る 文
字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が
少 な く 、 自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に 現 れ た 箇 所 を 容 易 に 特 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ １ ４ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と
を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ に 格
納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め 、 自 分 の
興 味 の 大 き い 文 字 列 や 単 語 を 強 調 表 示 し て 、 自 分 の 興 味 の あ る 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ １ ５ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と
を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が
一 般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 よ り 有 意 に 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る 。 こ の た め
、 出 現 確 率 が 有 意 に 大 き く な い 一 般 的 な 名 詞 等 は 強 調 表 示 さ れ な く な り 、 そ の 人 の 興 味 の
大 き い 文 字 列 や 単 語 が 強 調 表 示 さ れ 、 自 分 の 興 味 の あ る 文 字 列 や 単 語 を 含 む 段 落 や 文 を 手
際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ １ ６ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 と 、 文 字 列 の 頻 度 情 報 の 検 索 を 行 う
頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ を 備 え 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ は 、 前 記 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人
環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す
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る 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ と 、 入 力 文 の 文 字 列 の 差 分 を 強 調 し て 表 示 す る 差 分 強 調 装 置 と
を 備 え 、 前 記 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が
一 般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 の あ る 値 倍 よ り 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る 。 こ の
た め 、 出 現 確 率 が あ る 値 倍 よ り 大 き く な い 一 般 的 な 名 詞 等 は 比 率 的 に 強 調 表 示 さ れ な く な
り 、 そ の 人 の 興 味 の よ り 大 き い 文 字 列 や 単 語 が 強 調 表 示 さ れ 、 自 分 の 興 味 の あ る 文 字 列 や
単 語 を 含 む 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
§ １ ： 個 人 環 境 言 語 変 換 の 説 明
こ の 発 明 は 、 基 本 的 に は 同 一 言 語 内 の 言 語 変 換 を 行 う も の で あ る が 、 特 に 、 個 人 の 環 境 に
マ ッ チ し た 言 語 変 換 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
つ ま り 、 個 人 環 境 の 読 み 書 き を 行 う シ ス テ ム と 同 一 言 語 内 で の 言 語 変 換 装 置 を く っ つ け る
も の で あ る 。 一 般 に 、 個 人 が 文 章 を 作 成 す る た め の ワ ー ド プ ロ セ ッ サ や 文 章 を 読 む た め に
デ ィ ス プ レ イ に 表 示 す る た め の 個 人 環 境 の 読 み 書 き シ ス テ ム に お い て そ の 個 人 の 良 く 知 っ
て い る 単 語 を 認 定 し 、 な る べ く そ の 単 語 を 使 っ て 表 示 す る よ う に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ １ ） ： 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 の 説 明
図 ２ は 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 に は
、 頻 度 記 憶 部 ３ 、 言 語 変 換 部 ４ 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ 、 入 力 部 ６ 、 出 力 部 ７ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
頻 度 記 憶 部 ３ は 、 個 人 環 境 で の 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め
る も の で あ る 。 読 み 書 き シ ス テ ム が 使 用 さ れ る と 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 読 み 書 き が 入 力 さ
れ 頻 度 記 憶 部 ３ は い つ も 書 き 換 え ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
言 語 変 換 部 ４ は 、 頻 度 記 憶 部 ３ の 変 形 規 則 に よ っ て 変 換 の 候 補 を 獲 得 し 、 出 現 頻 度 等 の 評
価 の 尺 度 （ 評 価 関 数 な ど ） に よ っ て 評 価 し 、 最 も ふ さ わ し い 変 換 の 候 補 を 選 択 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
読 み 書 き 入 力 部 ５ は 、 読 み シ ス テ ム 、 書 き シ ス テ ム 又 は 読 み 書 き が 一 体 に な っ た シ ス テ ム
等 の 読 み 書 き シ ス テ ム か ら 読 み 書 き が 入 力 さ れ る も の で る 。 入 力 部 ６ は 、 変 換 対 象 文 を 入
力 す る も の で あ る 。 出 力 部 ７ は 、 言 語 変 換 結 果 を 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ２ ） ： 言 語 補 助 変 換 部 を 用 い る 場 合 の 説 明
図 ３ は 言 語 補 助 変 換 部 を 用 い る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。 図 ３ の 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 は 、 図
２ の 言 語 変 換 部 ４ の 代 わ り の 言 語 補 助 変 換 部 ８ を 用 る も の で あ る 。 図 ３ に お い て 、 個 人 環
境 言 語 変 換 装 置 に は 、 頻 度 記 憶 部 ３ 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ 、 入 力 部 ６ 、 出 力 部 ７ 、 言 語 補 助
変 換 部 ８ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
頻 度 記 憶 部 ３ は 、 個 人 環 境 で の 読 み 書 き シ ス テ ム 等 か ら 入 力 さ れ た 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求
め る も の で あ る 。 読 み 書 き 入 力 部 ５ は 読 み 書 き シ ス テ ム か ら の 読 み 書 き が 入 力 さ れ る も の
で る 。 入 力 部 ６ は 、 変 換 対 象 文 を 入 力 す る も の で あ る 。 出 力 部 ７ は 、 言 語 変 換 結 果 を 出 力
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
言 語 補 助 変 換 部 ８ は 、 頻 度 記 憶 部 ３ の 変 形 規 則 に よ っ て 変 換 の 候 補 を 獲 得 し 、 出 現 頻 度 等
の 評 価 の 尺 度 （ 評 価 関 数 な ど ） に よ っ て 評 価 し 、 最 も ふ さ わ し い 変 換 の 候 補 を 選 択 し 括 弧
づ け で 補 助 表 記 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ３ ） ： 頻 度 記 憶 部 の 説 明
ａ ） 頻 度 記 憶 部 の 例 （ １ ）
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図 ４ は 頻 度 記 憶 部 の 説 明 図 （ １ ） で あ る 。 図 ４ に お い て 、 頻 度 記 憶 部 に は 、 読 み 入 力 検 出
部 １ １ 、 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ 、 全 文 検 索 エ ン ジ ン １ ４ 、 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ 、 書 き デ ー
タ 格 納 部 ２ ３ 、 全 文 検 索 エ ン ジ ン ２ ４ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
読 み 入 力 検 出 部 １ １ は 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 読 み 入 力 を 検 出 す る も の で あ る
。 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ は 、 読 み 入 力 検 出 部 １ １ が 検 出 し た 読 み 入 力 を 格 納 す る も の で あ
る 。 全 文 検 索 エ ン ジ ン １ ４ は 、 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ に 格 納 さ れ た 任 意 の 文 字 列 の 個 数 を
カ ウ ン ト す る も の で あ る 。 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ は 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 書 き
入 力 を 検 出 す る も の で あ る 。 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３ は 、 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ が 検 出 し た 書
き 入 力 を 格 納 す る も の で あ る 。 全 文 検 索 エ ン ジ ン ２ ４ は 、 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３ に 格 納 さ
れ た 任 意 の 文 字 列 の 個 数 を カ ウ ン ト す る も の で あ る 。 な お 、 全 文 検 索 エ ン ジ ン １ ４ と ２ ４
は 、 一 つ の 検 索 エ ン ジ ン を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ５ は 頻 度 記 憶 部 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト （ １ ） で あ る 。 以 下 、 頻 度 記 憶 部 の 処 理 を 図 ５ の
ス テ ッ プ Ｓ １ ～ Ｓ ５ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
Ｓ １ ： 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 読 み 入 力 さ れ た デ ー タ を 読 み 入 力 検 出 部 １ １ で 検 出 す る 。 具
体 的 に は 、 画 面 上 に 何 分 か 以 上 連 続 し て 表 示 さ れ た 部 分 を 読 み 入 力 さ れ た デ ー タ と し て 認
識 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
Ｓ ２ ： 読 み 入 力 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ た 読 み 入 力 さ れ た 文 字 列 を そ の ま ま 読 み デ ー タ 格 納
部 １ ３ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
Ｓ ３ ： 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 書 き 入 力 さ れ た デ ー タ を 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ で 検 出 す る 。 具
体 的 に は 、 キ ー ボ ー ド 入 力 な ど で 入 力 さ れ た 文 字 列 を 書 き 入 力 さ れ た デ ー タ と し て 認 識 す
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
Ｓ ４ ： 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ で 検 出 さ れ た 書 き 入 力 さ れ た 文 字 列 を そ の ま ま 書 き デ ー タ 格 納
部 ２ ３ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
Ｓ ５ ： 文 字 列 の 存 在 ま た 個 数 を 高 速 に 検 索 す る 、 全 文 検 索 エ ン ジ ン １ ４ 、 ２ ４ を 用 い て 任
意 の 文 字 列 の 個 数 を カ ウ ン ト で き る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ｂ ） 頻 度 記 憶 部 の 例 （ ２ ）
図 ６ は 頻 度 記 憶 部 の 説 明 図 （ ２ ） で あ る 。 図 ６ に お い て 、 頻 度 記 憶 部 に は 、 読 み 入 力 検 出
部 １ １ 、 形 態 素 解 析 器 １ ２ 、 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ 、 単 語 検 索 エ ン ジ ン １ ４ 、 書 き 入 力 検
出 部 ２ １ 、 形 態 素 解 析 器 ２ ２ 、 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３ 、 全 文 検 索 エ ン ジ ン ２ ４ が 設 け て あ
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
読 み 入 力 検 出 部 １ １ は 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 読 み 入 力 を 検 出 す る も の で あ る
。 形 態 素 解 析 器 １ ２ は 、 読 み 入 力 を 単 語 に 分 割 す る も の で あ る 。 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ は
、 形 態 素 解 析 器 １ ２ で 分 割 し た 単 語 を 格 納 す る も の で あ る 。 単 語 検 索 エ ン ジ ン １ ４ は 、 任
意 の 単 語 の 出 現 回 数 を カ ウ ン ト す る も の で あ る 。 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ は 、 読 み 書 き 入 力 部
５ か ら 入 力 さ れ た 書 き 入 力 を 検 出 す る も の で あ る 。 形 態 素 解 析 器 ２ ２ は 、 書 き 入 力 を 単 語
に 分 割 す る も の で あ る 。 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３ は 、 形 態 素 解 析 器 ２ ２ で 分 割 し た 単 語 を 格
納 す る も の で あ る 。 単 語 検 索 エ ン ジ ン ２ ４ は 、 任 意 の 単 語 の 出 現 回 数 を カ ウ ン ト す る も の
で あ る 。 な お 、 形 態 素 解 析 器 １ ２ と ２ ２ 、 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ と 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３
及 び 全 文 検 索 エ ン ジ ン １ ４ と ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 一 つ の 形 態 素 解 析 器 、 一 つ の 格 納 部 及 び 一
つ の 検 索 エ ン ジ ン を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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図 ７ は 頻 度 記 憶 部 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト （ ２ ） で あ る 。 以 下 、 形 態 素 解 析 器 を 用 い る 頻 度
記 憶 部 の 処 理 を 図 ７ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ～ Ｓ １ ５ に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
Ｓ １ １ ： 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 読 み 入 力 さ れ た デ ー タ を 読 み 入 力 検 出 部 １ １ で 検 出 す る 。
具 体 的 に は 、 画 面 上 に 何 分 か 以 上 連 続 し て 表 示 さ れ た 部 分 を 読 み 入 力 さ れ た デ ー タ と し て
認 識 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
Ｓ １ ２ ： 読 み 入 力 検 出 部 １ １ で 検 出 さ れ た 読 み 入 力 さ れ た 文 字 列 を 形 態 素 解 析 器 １ ２ で 単
語 に 分 割 し 、 単 語 ご と に 読 み デ ー タ 格 納 部 １ ３ に 格 納 す る 。 各 単 語 ご と に 何 回 出 現 し た か
の 回 数 の デ ー タ も 同 時 に 格 納 す る 。 す で に 格 納 し て あ る 単 語 と 同 じ 単 語 の も の を 格 納 す る
場 合 は 出 現 回 数 の デ ー タ の み を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
Ｓ １ ３ ： 読 み 書 き 入 力 部 ５ か ら 書 き 入 力 さ れ た デ ー タ を 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ で 検 出 す る 。
具 体 的 に は 、 キ ー ボ ー ド 入 力 な ど で 入 力 さ れ た 文 字 列 を 書 き 入 力 さ れ た デ ー タ と し て 認 識
す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
Ｓ １ ４ ： 書 き 入 力 検 出 部 ２ １ で 検 出 さ れ た 書 き 入 力 さ れ た 文 字 列 を 形 態 素 解 析 器 ２ ２ で 単
語 に 分 割 し 、 単 語 ご と に 書 き デ ー タ 格 納 部 ２ ３ に 格 納 す る 。 各 単 語 ご と に 何 回 出 現 し た か
の 回 数 の デ ー タ も 同 時 に 格 納 す る 。 す で に 格 納 し て あ る 単 語 と 同 じ 単 語 の も の を 格 納 す る
場 合 は 出 現 回 数 の デ ー タ の み を 更 新 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
Ｓ １ ５ ： 単 語 検 索 エ ン ジ ン １ ４ 、 ２ ４ で は 、 任 意 の 単 語 の 出 現 回 数 を カ ウ ン ト で き る よ う
に し て お く 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ４ ） 言 語 変 換 部 の 説 明
図 ８ は 言 語 変 換 部 の 説 明 図 で あ る 。 図 ８ に お い て 、 言 語 変 換 部 に は 、 言 語 変 換 処 理 部 ３ １
、 変 換 規 則 部 （ 言 語 変 換 の 辞 書 ） ３ ２ 、 変 換 用 尺 度 ３ ３ が 設 け て あ る 。 言 語 変 換 処 理 部 ３
１ は 、 変 換 規 則 を 用 い て 変 形 の 候 補 を あ げ 、 変 換 用 尺 度 に よ り 変 換 の 妥 当 性 の チ ェ ッ ク を
し 、 最 も 妥 当 で あ る と 判 断 さ れ た も の に 変 換 す る も の で あ る 。 即 ち 、 変 形 規 則 を 用 い て 変
換 用 尺 度 が 大 き く な る よ う な 変 換 を 行 う 。 変 形 規 則 部 （ 言 語 変 換 の 辞 書 ） ３ ２ は 、 「 罷 免
す る 」 を 「 や め さ せ る 」 に 変 形 す る 等 の 規 則 で あ る 。 変 換 用 尺 度 ３ ３ は 、 類 似 度 、 長 さ 、
出 現 頻 度 （ 出 現 確 率 ） 等 が あ る が 、 こ こ で は 頻 度 記 憶 部 の 出 現 頻 度 を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ５ ） 個 人 環 境 言 語 変 換 処 理 の 説 明
ａ ） 頻 度 記 憶 部 と 言 語 変 換 部 を 用 い る 個 人 環 境 言 語 変 換 の 説 明
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 の フ ロ ー チ ャ ー ト （ 図 ５ 、 図 ７
参 照 ） の 処 理 で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 頻 度 記 憶 部 ３ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
▲ ２ ▼ ： 言 語 変 換 部 ４ に は 言 語 変 換 規 則 が 蓄 え ら れ て い る も の と す る 。 適 用 可 能 な 言 語 変
換 規 則 が あ る と き 、 そ の 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 と 、 変 換 前 の 文 字 列 の 頻 度 を 、 頻 度
記 憶 部 ３ か ら 求 め て 、 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 の 方 が 大 き い 場 合 、 変 換 を 行 な う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ま た 、 変 換 前 の 文 字 列 の 頻 度 の 方 が 大 き い 場 合 は 、 変 換 を 行 な わ な い 。 変 換 を 行 な い う る
言 語 変 換 規 則 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 が も っ と も 大 き い 規 則
を 用 い て 変 換 を 行 な う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
こ の と き の 文 字 列 の 頻 度 は 、 読 み デ ー タ と 書 き デ ー タ の 両 方 を 組 み 合 わ せ た も の で 、 概 ね
以 下 の よ う な 式 で 求 め な お し た も の を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
具 体 的 に は 、 読 み シ ス テ ム に お い て の 各 単 語 ｔ 　 の 出 現 頻 度 を ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 、 書 き シ ス
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テ ム に お い て の 各 単 語 ｔ 　 の 出 現 頻 度 を ｆ ｗ 　 （ ｔ ） 　 と す る と き 、 そ の 個 人 の 単 語 出 現
頻 度 分 布 を
α × ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 ＋ （ １ － α ） × ｆ ｗ 　 （ ｔ ） 　 　 （ た だ し 、 ０ ≦ α ≦ １ ）
と し て 、 こ の 頻 度 が 多 く な る よ う に 単 語 を 変 換 す る 。 す な わ ち 、 言 語 変 換 を す る 際 に 用 い
る 尺 度 し て 、 個 人 環 境 の 読 み 書 き シ ス テ ム に お け る そ の 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 分 布 を 用 い る
も の で あ る 。 こ こ で 、 α を 設 け る の は 、 「 読 む 」 と い う こ と は 「 書 く 」 と い う こ と よ り 印
象 が 少 な い の で 、 「 書 く 」 事 へ の 重 み を 高 め る （ 重 み 付 け る ） た め で あ る 。 つ ま り 、 α は
０ ． ５ よ り 小 さ い も の と な る 。 な お 、 α な ど の 定 数 は ユ ー ザ が 設 定 変 更 で き る よ う に し て
お く も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
例 え ば 、 そ の 個 人 が 政 治 家 で あ る と す る と な る べ く 政 治 家 の 専 門 用 語 を 使 っ た 表 現 に 変 換
す る よ う に な る 。 一 般 に 自 分 が 良 く 使 う 表 現 で 書 か れ た 文 ほ ど 、 そ の 人 に と っ て わ か り や
す い 。 こ の 発 明 の 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 を 用 い る と 、 他 の 分 野 の 専 門 家 の 文 章 も 、 自 分 の
分 野 で よ く 使 わ れ る 表 現 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 具 体 的 な 例 に よ る 説 明 ）
同 一 言 語 内 の 言 語 変 換 に つ い て は 、 す で に 出 願 済 で あ る が 、 こ こ で は 、 個 人 環 境 の 読 み 書
き シ ス テ ム と 同 一 言 語 内 で の 言 語 変 換 装 置 を く っ つ け た も の で あ る 。 個 人 環 境 の 読 み 書 き
シ ス テ ム を く っ つ け る こ と で 、 そ の 個 人 の よ く 知 っ て い る 単 語 の 頻 度 分 布 を 容 易 に 取 得 で
き 、 そ の 情 報 を 言 語 変 換 に 用 い る こ と が で き る 点 が 重 要 な と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
例 え ば 、 以 下 の 矢 印 の よ う に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
「 世 界 知 識 を 用 い た 照 応 解 析 の 研 究 」 → 「 常 識 を 用 い た 指 示 詞 の 指 示 先 の 推 定 の 研 究 」
言 語 変 換 の 辞 書 （ 変 換 規 則 ） に 次 の も の が あ る と す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
世 界 知 識 ＝ 常 識
照 応 解 析 ＝ 指 示 詞 の 指 示 先 の 推 定
こ こ で 、 言 語 処 理 の 分 野 で 記 述 さ れ る 「 世 界 知 識 を 用 い た 照 応 解 析 の 研 究 」 と い う 文 が 入
力 さ れ た と す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 場 合 １ ）
ユ ー ザ が 言 語 処 理 の 研 究 者 と す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
「 常 識 」 よ り も 「 世 界 知 識 」 、 「 指 示 詞 の 指 示 先 の 推 定 」 よ り も 「 照 応 解 析 」 の 方 が そ の
ユ ー ザ の 読 み 書 き シ ス テ ム で の 利 用 頻 度 （ 出 現 頻 度 ） が 高 い と す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
こ れ は 、 言 語 処 理 の 研 究 者 の た め に そ の よ う な 専 門 用 語 を 使 う 頻 度 が 多 い た め で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
こ の 場 合 、 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 は 、 書 き 換 え ず に そ の ま ま 「 世 界 知 識 を 用 い た 照 応 解 析
の 研 究 」 を 出 力 す る こ と に な る 。 こ の ユ ー ザ ー に と っ て は こ の 表 現 の 方 が 自 然 な の で こ の
ま ま の 出 力 を 見 る 方 が 都 合 が 良 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ 場 合 ２ ）
ユ ー ザ ー が 言 語 処 理 の 分 野 を あ ま り 知 ら な い 人 と す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
こ の 場 合 、 よ り 一 般 的 な 用 語 の 「 常 識 」 や 「 指 示 詞 の 指 示 先 の 推 定 」 の 方 が 利 用 頻 度 が 高
く な る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ の 場 合 、 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 は 、 書 き 換 え を 行 な い 「 常 識 を 用 い た 指 示 詞 の 指 示 先 の
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推 定 の 研 究 」 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ の ユ ー ザ ー は 、 「 照 応 解 析 」 や 「 世 界 知 識 」 と い う 用 語 を 知 ら な い の で だ い ぶ わ か り や
す い 表 現 を 見 る こ と に な り 、 文 章 の 理 解 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
た だ し 、 完 全 に 書 き 換 え た の で は 、 勘 違 い を し た り 、 文 の 意 味 が か わ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ｂ ） 頻 度 記 憶 部 と 言 語 補 助 変 換 部 を 用 い る 個 人 環 境 言 語 変 換 の 説 明
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト （ 図 ５ 、
図 ７ 参 照 ） の 処 理 で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 頻 度 記 憶 部 ３ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
▲ ２ ▼ ： 言 語 補 助 変 換 部 ８ に は 言 語 変 換 規 則 が 蓄 え ら れ て い る も の と す る 。 適 用 可 能 な 言
語 変 換 規 則 が あ る と き 、 そ の 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 と 、 変 換 前 の 文 字 列 の 頻 度 を 、
頻 度 記 憶 部 か ら 求 め て 、 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 の 方 が 大 き い 場 合 、 補 助 変 換 を 行 な
う 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
ま た 、 変 換 前 の 文 字 列 の 頻 度 の 方 が 大 き い 場 合 は 、 補 助 変 換 を 行 な わ な い 。 変 換 を 行 な い
う る 言 語 変 換 規 則 が 複 数 あ る 場 合 は 、 そ の 変 換 を し た 後 の 文 字 列 の 頻 度 が も っ と も 大 き い
規 則 を 用 い て 補 助 変 換 を 行 な う 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
こ の と き の 文 字 列 の 頻 度 は 、 読 み デ ー タ と 書 き デ ー タ の 両 方 を 組 み 合 わ せ た も の で 、 概 ね
以 下 の よ う な 式 で 求 め な お し た も の を 用 い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
具 体 的 に は 、 読 み シ ス テ ム に お い て の 各 単 語 ｔ 　 の 出 現 頻 度 を ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 、 書 き シ ス
テ ム に お い て の 各 単 語 ｔ 　 の 出 現 頻 度 を ｆ ｗ 　 （ ｔ ） 　 と す る と き 、 そ の 個 人 の 単 語 出 現
頻 度 分 布 を
α × ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 ＋ （ １ － α ） × ｆ ｗ 　 （ ｔ ） 　 　 （ た だ し 、 ０ ≦ α ≦ １ ）
と し て 、 こ の 頻 度 が 多 く な る よ う に 単 語 を 変 換 す る 。 す な わ ち 、 言 語 変 換 を す る 際 に 用 い
る 尺 度 し て 、 個 人 環 境 の 読 み 書 き シ ス テ ム に お け る そ の 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 分 布 を 用 い る
も の で あ る 。 こ こ で 、 α を 設 け る の は 、 「 読 む 」 と い う こ と は 「 書 く 」 と い う こ と よ り 印
象 が 少 な い の で 、 「 書 く 」 事 へ の 重 み を 高 め る （ 重 み 付 け る ） た め で あ る 。 つ ま り 、 α は
０ ． ５ よ り 小 さ い も の と な る 。 な お 、 α な ど の 定 数 は ユ ー ザ が 設 定 変 更 で き る よ う に し て
お く も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
と こ ろ で 、 補 助 変 換 と は 、 文 字 列 を 変 換 し て し ま う の で は な く 、 変 換 先 の 文 字 列 を 括 弧 づ
け で 補 助 表 記 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ 具 体 的 な 例 に よ る 説 明 ）
「 世 界 知 識 （ 常 識 ） を 用 い た 照 応 解 析 （ 指 示 詞 の 指 示 先 の 推 定 ） の 研 究 」
の よ う に 、 完 全 に 書 き 換 え て し ま う の で は な く 、 括 弧 づ け で 補 足 的 な 表 示 を す る 。 な お 、
本 文 中 に 括 弧 が 使 わ れ て い る 場 合 は 、 そ れ と 区 別 す る た め 異 な る 括 弧 を 使 用 す る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
こ の と き も 、 専 門 の 研 究 者 な ど 、 「 世 界 知 識 」 「 照 応 解 析 」 な ど 、 用 語 を よ く 知 っ て い る
人 に は こ の 補 助 変 換 （ 表 示 ） を す る と む し ろ 不 便 で あ る の で 、 ユ ー ザ の 用 語 の 使 用 頻 度 に
よ っ て 出 す か 出 さ な い か な ど を 判 断 し た 方 が よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ の 括 弧 づ け で 判 断 す る （ 補 助 変 換 ） 方 法 は 以 下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
・ 前 記 の よ う に 、 そ の 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 分 布 を 〔 α × ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 ＋ （ １ － α ） × ｆ
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ｗ 　 （ ｔ ） 　 （ た だ し 、 ０ ≦ α ≦ １ ） 〕 と し て 、 こ の 頻 度 が 多 く な る よ う な 書 き 換 え 候 補
の 語 を 括 弧 付 け で 付 け る 。 即 ち 、 書 き 換 え る 語 の 使 用 頻 度 が 大 き く な る 方 を 括 弧 付 け で 付
け る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
・ 前 記 の よ う に 、 そ の 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 分 布 〔 α × ｆ ｒ 　 （ ｔ ） 　 ＋ （ １ － α ） × ｆ ｗ

　 （ ｔ ） 　 （ た だ し 、 ０ ≦ α ≦ １ ） 〕 と し て 、 こ の 頻 度 が 減 ら な い よ う な 書 き 換 え 候 補 の
語 で 、 か つ 、 も と の 語 の 頻 度 が あ る 閾 値 よ り も 小 さ い 語 を 括 弧 付 け で 付 け る 。 即 ち 、 個 人
の 使 用 頻 度 が 多 け れ ば 括 弧 付 け は 行 わ な い が 、 頻 度 が ０ と か 少 な い 場 合 に は 括 弧 付 け で 付
け る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
な お 、 読 み 書 き シ ス テ ム に は 、 読 み シ ス テ ム 、 書 き シ ス テ ム 又 は 読 み 書 き が 一 体 に な っ た
シ ス テ ム が あ る 。 読 み シ ス テ ム に は メ ー ラ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ・ エ ク ス プ ロ ー ラ 、 読 む た め
に 開 い た （ 表 示 し た ） ワ ー ド 文 章 （ 文 章 を 作 成 シ ス テ ム の 一 種 ） 等 の 文 章 を 読 む た め の シ
ス テ ム で あ る 。 書 き シ ス テ ム に は 文 字 を 入 力 し て 文 章 を 作 成 す る ワ ー ド 文 章 等 の 文 章 を 書
く た め の シ ス テ ム で あ る 。 ま た 、 読 み シ ス テ ム に お い て は 、 デ ィ ス プ レ イ 等 に 表 示 さ れ る
文 章 の 量 が 多 く な る の で 、 表 示 時 間 の 短 い も の は 除 く よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
さ ら に 、 読 み シ ス テ ム に お い て 、 頻 度 記 憶 部 に 格 納 す る 単 語 の 重 み 付 け を 変 え る こ と も で
き る 。 例 え ば 、 文 章 を 作 成 シ ス テ ム で あ る ワ ー ド 文 章 等 を 読 む 場 合 は 丁 寧 に 読 む も の と 考
え ら れ る の で 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 で 画 面 を 見 る 場 合 と 比 べ 重 み を 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
ま た 、 頻 度 記 憶 部 に 格 納 さ れ て い る 単 語 は 、 古 い も の を 除 く よ う に す る こ と が で き る 。 例
え ば 、 個 人 の 趣 味 が 変 わ る と か 、 あ る 分 野 の 専 門 家 に な る 等 で 個 人 環 境 も 変 化 す る 場 合 が
あ る の で 、 古 い も の は 削 除 す る か 重 み 付 け を 低 く す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
§ ２ ： 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明
図 ９ は 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 に は
、 頻 度 記 憶 部 ３ 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ 、 入 力 部 ６ 、 出 力 部 ７ 、 差 分 強 調 装 置 ９ が 設 け て あ る
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
頻 度 記 憶 部 ３ は 、 個 人 環 境 で の 読 み 書 き シ ス テ ム 等 か ら 入 力 さ れ た 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求
め る も の で あ る 。 読 み 書 き シ ス テ ム が 使 用 さ れ る と 頻 度 記 憶 部 ３ は い つ も 書 き 換 え ら れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
読 み 書 き 入 力 部 ５ は 、 読 み 書 き シ ス テ ム か ら 読 み 書 き が 入 力 さ れ る も の で る 。 入 力 部 ６ は
、 変 換 対 象 文 を 入 力 す る も の で あ る 。 出 力 部 ７ は 、 言 語 変 換 結 果 を 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
差 分 強 調 装 置 ９ は 、 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た 文 章 の 文 字 列 と 頻 度 記 憶 部 ３ の 一 定 頻 度 の 文
字 列 等 と の 差 分 か ら 、 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た 文 章 の 文 字 列 の 強 調 表 示 を 行 う も の で あ る
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
（ １ ） ： 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 動 作 説 明 （ １ ）
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 （ 図
５ 、 図 ７ 参 照 ） で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
▲ ２ ▼ ： 差 分 強 調 装 置 ９ で 、 入 力 さ れ た 文 章 の う ち 、 ユ ー ザ 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 が あ る 閾
値 以 下 の も の だ け を 強 調 表 示 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
（ 例 に よ る 説 明 ）
例 え ば 、 次 の よ う な テ キ ス ト が 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た と す る 。
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【 ０ ０ ９ ８ 】
『 自 然 言 語 で は ， 動 詞 を 省 略 す る と い う こ と が あ る 。 こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 復 元 す る こ と
は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な こ と で あ る 。 そ こ で 本
研 究 で は ， こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 表 層 の 表 現 （ 手 が か り 語 ） と 用 例 か ら 補 完 す る こ と を 行
な う 。 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 動 詞 の 省 略 現 象 を 補 完 す る 動 詞 が テ キ ス ト 内 に あ
る か い な か な ど で 分 類 し た 。 小 説 を 対 象 に し て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ ル で
再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解 析 で き た 。 こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ る こ
と を 示 し て い る 。 テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た 。 そ れ
に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た 。 し か し ， テ キ ス
ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る だ け
で も 価 値 が あ る 。 ま た ， コ ー パ ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ ス が
利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は ， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ ろ う
。 』
ユ ー ザ は 、 言 語 学 の 専 門 の 人 と す る 。 そ の 場 合 、 工 学 的 な 表 現 「 テ ス ト サ ン プ ル 」 「 再 現
率 」 「 適 合 率 」 の 使 用 頻 度 が 極 端 に 小 さ い と す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
そ の 場 合 、 次 の よ う に 強 調 表 示 さ れ る 。 即 ち 、 強 調 表 示 箇 所 は 《 ， 　 》 （ 二 重 山 括 弧 ） で
囲 っ て 表 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
『 自 然 言 語 で は ， 動 詞 を 省 略 す る と い う こ と が あ る 。 こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 復 元 す る こ と
は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な こ と で あ る 。 そ こ で 本
研 究 で は ， こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り 語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と
を 行 な う 。 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 動 詞 の 省 略 現 象 を 補 完 す る 動 詞 が テ キ ス ト 内
に あ る か い な か な ど で 分 類 し た 。 小 説 を 対 象 に し て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， 《 テ ス ト サ ン
プ ル 》 で 《 再 現 率 》 ８ ４ ％ 　 ， 《 適 合 率 》 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解 析 で き た 。 こ の こ と は 本 手
法 が 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度
が 良 か っ た 。 そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た
。 し か し ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で
も 解 析 で き る だ け で も 価 値 が あ る 。 ま た ， コ ー パ ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大
規 模 な コ ー パ ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は ， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は
重 要 に な る だ ろ う 。 』
こ の よ う に し て 、 自 分 の 苦 手 な 語 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き 、 そ れ を な ん ら か の 辞 書 な ど
で 調 べ る と よ い と す ぐ わ か り 便 利 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
（ ２ ） ： 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 動 作 説 明 （ ２ ）
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 （ 図
５ 、 図 ７ 参 照 ） で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
▲ ２ ▼ ： 差 分 強 調 装 置 ９ で 、 入 力 部 ５ か ら 入 力 さ れ た 文 章 に お い て 、 そ の 文 章 の う ち で 初
め て の 文 字 列 を 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ 、 か つ 、 ユ ー ザ 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 が あ る 閾 値
以 下 の も の だ け を 強 調 表 示 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
な お 、 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 章 の う ち で 初 め て の 文 字 列 を 強 調 表 示 す べ き と 判 断
す る 手 法 は 、 次 の 手 法 １ 、 ２ が あ る （ 特 願 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ ０ ９ ４ ６ 参 照 ） 。
【 ０ １ ０ ４ 】
手 法 １
▲ １ ▼ 入 力 部 等 に よ り 、 予 め 抽 出 の 単 位 （ 抽 出 単 位 ） 、 検 出 領 域 の 単 位 を 定 め る 。 抽 出 単
位 と は 、 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 。 抽 出 単 位 に は 、 「 単 語 」 「 漢 字 」 「 名 詞
句 」 な ど が 考 え ら れ る 。 検 出 領 域 の 単 位 と は 、 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位
の こ と で あ る 。 検 出 領 域 の 単 位 に は 、 「 文 字 」 「 単 語 」 「 文 」 「 箇 条 書 の 項 目 」 「 段 落 」
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「 特 許 の 請 求 項 」 な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
▲ ２ ▼ 差 分 強 調 装 置 は 、 す べ て の 入 力 デ ー タ を 記 憶 手 段 （ 差 分 強 調 装 置 内 の ） に 記 憶 さ せ
る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
▲ ３ ▼ 差 分 強 調 装 置 は 、 入 力 さ れ た デ ー タ を 左 か ら 調 べ て 左 の 検 出 領 域 か ら ▲ １ ▼ で 定 め
た 検 出 領 域 ご と に 以 下 の 処 理 ▲ ４ ▼ と 処 理 ▲ ５ ▼ を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ０ ７ 】
▲ ４ ▼ 差 分 強 調 装 置 は 、 現 在 の 検 出 領 域 以 外 の 領 域 す べ て か ら 、 す べ て の 抽 出 単 位 に 相 当
す る も の （ 例 え ば 単 語 ） を 抽 出 し 、 そ れ を 抽 出 物 記 憶 手 段 （ 差 分 強 調 装 置 内 の ） に 格 納 す
る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
▲ ５ ▼ 差 分 強 調 装 置 は 、 現 在 の 検 出 領 域 に お い て 、 抽 出 物 記 憶 手 段 （ 差 分 強 調 装 置 内 の ）
に 格 納 さ れ て い な い 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の （ 例 え ば 単 語 ） を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領
域 の 文 章 を 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
手 法 ２
▲ １ ▼ 入 力 部 １ 等 に よ り 、 予 め 抽 出 の 単 位 （ 抽 出 単 位 ） 、 検 出 領 域 の 単 位 を 定 め る 。 抽 出
単 位 と は 、 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 。 抽 出 単 位 に は 、 「 単 語 」 「 漢 字 」 「 名
詞 句 」 な ど が 考 え ら れ る 。 検 出 領 域 の 単 位 と は 、 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単
位 の こ と で あ る 。 検 出 領 域 の 単 位 に は 、 「 文 字 」 「 単 語 」 「 文 」 「 箇 条 書 の 項 目 」 「 段 落
」 「 特 許 の 請 求 項 」 な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
▲ ２ ▼ 入 力 部 か ら 前 記 ▲ １ ▼ で 定 め た 検 出 領 域 ご と に 入 力 デ ー タ が 入 力 さ れ 、 差 分 強 調 装
置 は 、 以 下 の 処 理 ▲ ３ ▼ と 処 理 ▲ ４ ▼ を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ １ １ 】
▲ ３ ▼ 差 分 強 調 装 置 は 、 現 在 の 検 出 領 域 に お い て 、 抽 出 物 記 憶 装 置 （ 差 分 強 調 装 置 内 の ）
に 格 納 さ れ て い な い 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の （ 例 え ば 単 語 ） を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領
域 の 文 章 を 出 力 す る 。 た だ し 、 抽 出 物 記 憶 装 置 （ 差 分 強 調 装 置 内 の ） は 最 初 は 空 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
▲ ４ ▼ 前 記 処 理 ▲ １ ▼ で 強 調 表 示 し た 表 現 を 抽 出 物 記 憶 装 置 に 格 納 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
（ 例 に よ る 説 明 ）
こ こ で は 手 法 ２ に 適 用 し た 例 を 説 明 す る 。 差 分 強 調 装 置 は 、 上 記 手 法 ２ に よ り 、 入 力 さ れ
た 文 章 の う ち 、 以 下 の 二 重 山 括 弧 で 囲 っ た 部 分 を 強 調 表 示 す べ き と 判 断 す る 。 な お 、 抽 出
の 単 位 、 検 出 領 域 の 単 位 と も に 単 語 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
『 《 本 研 究 の 目 的 は ， 日 本 語 》 の 《 受 け 身 文 》 ， 《 使 役 》 文 《 を 能 動 》 文 《 に 変 換 す る 際
》 に 《 変 更 さ れ 》 《 る べ き 格 助 詞 》 を 《 機 械 学 習 》 を 《 用 い て 自 動 》 変 換 す る 《 こ と で あ
る ． 》 日 本 語 の 受 け 身 文 ， 使 役 文 の 《 例 》 を 《 図 １ 　 と 》 図 《 ２ 　 》 に 《 あ げ る 》 ． 図 １
　 の 文 の 日 本 語 の 《 接 尾 辞 「 》 れ 《 た 」 》 は 《 受 動 態 》 を 《 示 す 助 動 詞 》 で 《 あ り 》 ， 《
こ の 》 文 は 受 け 身 文 で あ る ． 図 ２ 　 の 文 の 日 本 語 の 接 尾 辞 「 《 せ 》 た 」 は 使 役 を 示 す 助 動
詞 で あ り ， こ の 文 は 使 役 文 で あ る ． 《 こ れ ら 》 の 文 に 《 対 》 《 応 》 す る 能 動 文 を 図 《 ３ 　
》 に 示 す ． 図 １ 　 の 文 《 が 》 能 動 文 に 変 換 さ 《 れ る と き 》 は ， 《 （ ｉ ） 　 》 格 助 詞 「 に 」
は 格 助 詞 「 が 」 に 《 （ ｉ ｉ ） 》 格 助 詞 「 が 」 は 格 助 詞 「 を 」 に 変 換 さ れ る ． 図 ２ 　 の 文 が
能 動 文 に 変 換 さ れ る と き は ， （ ｉ ） 　 格 助 詞 「 が 」 の 《 部 分 》 「 《 彼 》 が 」 の 《 文 節 》 が
《 消 去 》 さ れ ， （ ｉ ｉ ） 格 助 詞 「 に 」 が 格 助 詞 「 が 」 に 変 換 さ れ ， 《 （ ｉ ｉ ｉ ） 　 》 格 助
詞 「 を 」 は 変 換 さ れ 《 ず 》 に 《 そ の ま ま 残 る 》 ． 本 研 究 で は ， こ れ ら の 格 助 詞 の 変 換 《 （
　 》 例 《 ： 》 格 《 助 》 《 詞 》 「 に 」 の 格 助 詞 「 が 」 《 へ 》 の 変 換 《 ） 　 》 と ， 《 不 要 》 部
分 の 消 去 （ 　 例 ： 「 彼 が 」 の 消 去 ） 　 を ， 研 究 の 《 対 象 》 と す る ． （ 　 《 以 降 》 ， 《 本 稿
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》 で は 《 便 宜 上 》 「 彼 が 」 《 な ど 》 の 消 去 の 部 分 《 も 》 格 助 詞 の 変 換 と 《 呼 ぶ 》 ． ）
受 け 身 文 ， 使 役 文 の 能 動 文 へ の 変 換 は ， 文 《 生 成 》 ， 《 言 い 換 え 》 ， 文 の 《 平 易 化 ／ 言 語
》 《 運 用 支 援 》 ， 《 自 然 》 言 語 文 《 か ら 》 の 《 知 識 獲 得 や 情 報 抽 出 》 ， 《 質 問 応 答 シ ス テ
ム 》 と 《 多 く 》 の 研 究 《 分 野 》 で 《 役 に 立 つ も の 》 で あ る ． 《 例 え ば 》 ， 質 問 応 答 シ ス テ
ム で は ， 質 問 文 が 《 能 》 《 動 》 文 で 《 答 え 》 が 《 受 動 》 文 で 《 書 か 》 れ て 《 い る 場 合 》 ，
質 問 文 と 答 え を 《 含 む 》 文 で ， 文 の 《 構 造 》 が 《 異 な る た め 》 に ， 質 問 の 答 え を 《 取 り 出
す 》 の が 《 困 難 な 》 場 合 が あ る ． こ の 《 よ う 》 な 《 問 》 《 題 》 も 受 け 身 文 ， 使 役 文 の 能 動
文 へ の 変 換 が 《 で き る 》 よ う に 《 な る 》 と 《 解 決 》 す る 《 の で あ 》 る ． こ の よ う に 受 け 身
文 ， 使 役 文 の 能 動 文 へ の 変 換 は ， 自 然 言 語 《 処 理 》 で 《 重 要 》 な も の で あ る ． 』
こ こ で ユ ー ザ は 言 語 学 に も 言 語 処 理 も 詳 し く な い 人 と す る 。 そ う す る と 、 言 語 学 、 言 語 処
理 の 専 門 用 語 は 出 現 確 率 が 低 く 、 「 受 け 身 」 「 使 役 」 「 能 動 」 「 態 」 「 言 い 換 え 」 が 頻 度
が ０ で あ っ た と す る 。 ま た 、 上 述 の 閾 値 も ０ で あ っ た と す る 。 そ う す る と 、 個 人 環 境 差 分
強 調 装 置 の 出 力 と し て 、 こ れ ら の 語 と 上 記 で 強 調 さ れ て い る 部 分 の 重 な っ た と こ ろ の み が
次 の よ う に 強 調 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
『 本 研 究 の 目 的 は ， 日 本 語 の 《 受 け 身 》 文 ， 《 使 役 》 文 を 《 能 動 》 文 に 変 換 す る 際 に 変 更
さ れ る べ き 格 助 詞 を 機 械 学 習 を 用 い て 自 動 変 換 す る こ と で あ る ． 日 本 語 の 受 け 身 文 ， 使 役
文 の 例 を 図 １ 　 と 図 ２ 　 に あ げ る ． 図 １ 　 の 文 の 日 本 語 の 接 尾 辞 「 れ た 」 は 《 受 動 態 》 を
示 す 助 動 詞 で あ り ， こ の 文 は 受 け 身 文 で あ る ． 図 ２ 　 の 文 の 日 本 語 の 接 尾 辞 「 せ た 」 は 使
役 を 示 す 助 動 詞 で あ り ， こ の 文 は 使 役 文 で あ る ． こ れ ら の 文 に 対 応 す る 能 動 文 を 図 ３ 　 に
示 す ． 図 １ 　 の 文 が 能 動 文 に 変 換 さ れ る と き は ， （ ｉ ） 　 格 助 詞 「 に 」 は 格 助 詞 「 が 」 に
（ ｉ ｉ ） 格 助 詞 「 が 」 は 格 助 詞 「 を 」 に 変 換 さ れ る ． 図 ２ 　 の 文 が 能 動 文 に 変 換 さ れ る と
き は ， （ ｉ ） 　 格 助 詞 「 が 」 の 部 分 「 彼 が 」 の 文 節 が 消 去 さ れ ， （ ｉ ｉ ） 格 助 詞 「 に 」 が
格 助 詞 「 が 」 に 変 換 さ れ ， （ ｉ ｉ ｉ ） 　 格 助 詞 「 を 」 は 変 換 さ れ ず に そ の ま ま 残 る ． 本 研
究 で は ， こ れ ら の 格 助 詞 の 変 換 （ 　 例 ： 格 助 詞 「 に 」 の 格 助 詞 「 が 」 へ の 変 換 ） 　 と ， 不
要 部 分 の 消 去 （ 　 例 ： 「 彼 が 」 の 消 去 ） 　 を ， 研 究 の 対 象 と す る ． （ 　 以 降 ， 本 稿 で は 便
宜 上 「 彼 が 」 な ど の 消 去 の 部 分 も 格 助 詞 の 変 換 と 呼 ぶ ． ）
受 け 身 文 ， 使 役 文 の 能 動 文 へ の 変 換 は ， 文 生 成 ， 《 言 い 換 え 》 ， 文 の 平 易 化 ／ 言 語 運 用 支
援 ， 自 然 言 語 文 か ら の 知 識 獲 得 や 情 報 抽 出 ， 質 問 応 答 シ ス テ ム と 多 く の 研 究 分 野 で 役 に 立
つ も の で あ る ． 例 え ば ， 質 問 応 答 シ ス テ ム で は ， 質 問 文 が 能 動 文 で 答 え が 受 動 文 で 書 か れ
て い る 場 合 ， 質 問 文 と 答 え を 含 む 文 で ， 文 の 構 造 が 異 な る た め に ， 質 問 の 答 え を 取 り 出 す
の が 困 難 な 場 合 が あ る ． こ の よ う な 問 題 も 受 け 身 文 ， 使 役 文 の 能 動 文 へ の 変 換 が で き る よ
う に な る と 解 決 す る の で あ る ． こ の よ う に 受 け 身 文 ， 使 役 文 の 能 動 文 へ の 変 換 は ， 自 然 言
語 処 理 で 重 要 な も の で あ る ． 』
上 記 の よ う に な る と 、 こ れ は 先 に あ げ た 単 純 に 前 回 出 願 （ 手 法 ２ だ け ） を 使 っ た と き に 比
べ て 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が 少 な く 、 見 や す い 。 ま た 、 単 純 に 今 回 （ 手 法 ２ を 用 い な い ） だ
け だ と 、 す べ て の 「 受 け 身 」 「 使 役 」 「 能 動 」 「 態 」 「 言 い 換 え 」 が 強 調 表 示 さ れ る が 、
前 回 出 願 （ 手 法 １ 又 は ２ ） と 併 用 す る こ と で 、 初 出 の 「 受 け 身 」 「 使 役 」 「 能 動 」 「 態 」
「 言 い 換 え 」 だ け が 強 調 表 示 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ １ ６ 】
こ れ に よ り 、 自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に あ ら わ れ た 箇 所 を 容 易 に 特 定 で き 便 利 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
さ ら に 、 原 理 的 に 、 こ の 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 が 行 な っ て い る こ と を 考 え て み る と 、 閾 値
０ の 場 合 は 、 こ の テ キ ス ト の 最 初 に 、 そ の 個 人 が 読 み 書 き し て き た 全 テ キ ス ト を く っ つ け
て 前 回 出 願 の 手 法 ２ を 行 な っ た こ と を 意 味 す る 。 即 ち 、 も し 、 そ の 人 が 、 読 み 書 き シ ス テ
ム で し た 文 字 を 見 た り 書 い た り す る こ と が な い と す る と 、 こ こ で 強 調 表 示 さ れ る も の は 、
そ の 人 が 全 生 涯 通 じ て 初 め て 見 た 単 語 を 意 味 す る 。 手 法 ２ を 生 涯 に ま で 拡 張 し た も の と 見
る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
（ ３ ） ： 削 除 用 単 語 記 憶 部 を 用 い る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明 （ 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置
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の 動 作 説 明 （ ３ ） ）
図 １ ０ は 削 除 用 単 語 記 憶 部 を 用 い る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 図 １ ０ に お い
て 、 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 に は 、 頻 度 記 憶 部 ３ 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ 、 入 力 部 ６ 、 出 力 部 ７
、 差 分 強 調 装 置 ９ 、 削 除 用 単 語 記 憶 部 １ ０ が 設 け て あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
図 １ ０ の 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 は 、 図 ９ の 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 に 予 め 指 定 し て い る 単 語
（ 名 詞 以 外 の 単 語 や 一 般 的 な 名 詞 ） は 強 調 表 示 し な い よ う に す る 削 除 用 単 語 記 憶 部 １ ０ を
追 加 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
（ 動 作 説 明 ）
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 （ 図
５ 、 図 ７ 参 照 ） で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
▲ ２ ▼ ： 差 分 強 調 装 置 ９ で 、 入 力 さ れ た 文 章 の う ち 、 ユ ー ザ 個 人 の 単 語 出 現 頻 度 が あ る 閾
値 以 上 の も の だ け を 強 調 表 示 す る 。 た だ し 、 あ ら か じ め 指 定 し て い る 単 語 （ 名 詞 以 外 の 単
語 や 一 般 的 な 名 詞 ） は 強 調 表 示 し な い よ う に す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
（ 例 に よ る 説 明 ）
例 え ば 、 次 の よ う な テ キ ス ト が 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た と す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
『 自 然 言 語 で は ， 動 詞 を 省 略 す る と い う こ と が あ る ． こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 復 元 す る こ と
は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な こ と で あ る ． そ こ で 本
研 究 で は ， こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 表 層 の 表 現 （ 手 が か り 語 ） と 用 例 か ら 補 完 す る こ と を 行
な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 動 詞 の 省 略 現 象 を 補 完 す る 動 詞 が テ キ ス ト 内 に あ
る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ ル で
再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解 析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ る こ
と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ． そ れ
に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ キ ス
ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る だ け
で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ ス が
利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は ， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ ろ う
． 』
こ こ で 、 ユ ー ザ は 言 語 学 の 専 門 の 人 と す る 。 そ の 場 合 、 言 語 学 的 な 表 現 、 「 言 語 」 「 動 詞
」 「 省 略 」 の 使 用 頻 度 が 極 端 に 高 い と す る 。 た だ し 、 名 詞 以 外 の 語 や 「 こ と 」 「 内 」 な ど
の 一 般 的 な 名 詞 は あ ら か じ め 強 調 表 示 し な い 単 語 と し て 削 除 用 単 語 記 憶 部 １ ０ に 登 録 し て
お く 。 そ の 場 合 、 次 の よ う に 強 調 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
『 自 然 《 言 語 》 で は ， 《 動 詞 》 を 《 省 略 》 す る と い う こ と が あ る ． こ の 《 省 略 》 さ れ た 《
動 詞 》 を 復 元 す る こ と は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な
こ と で あ る ． そ こ で 本 研 究 で は ， こ の 《 省 略 》 さ れ た 《 動 詞 》 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り
語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と を 行 な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 《 動 詞 》 の 省
略 現 象 を 補 完 す る 《 動 詞 》 が テ キ ス ト 内 に あ る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し
て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ ル で 再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解
析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《
動 詞 》 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ． そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞
》 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞 》 が な い 場
合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る だ け で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ
ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は
， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ ろ う ． 』
強 調 表 示 箇 所 は 《 ， 　 》 で 囲 っ て い る 。 こ の よ う に 、 自 分 の よ く 使 う 単 語 、 つ ま り 、 そ の

10

20

30

40

50

(18) JP 2004-265014 A 2004.9.24



人 の 興 味 の 大 き い 単 語 が 強 調 表 示 さ れ る こ と に な る 。 自 分 の 興 味 の あ る 単 語 を 含 む 段 落 や
文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き 、 そ れ を 中 心 に 読 む な ど の こ と が で き る の で 便 利 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
（ ４ ） ： 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 動 作 説 明 （ ４ ）
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 （ 図
５ 、 図 ７ 参 照 ） で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
▲ ２ ▼ ： 差 分 強 調 装 置 ９ で 、 入 力 さ れ た 文 章 の う ち 、 ユ ー ザ 個 人 で の 単 語 出 現 確 率 が 、 一
般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 よ り も 有 意 に 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
単 語 Ａ の 出 現 確 率 は 、 単 語 Ａ の 出 現 回 数 を 全 単 語 の 総 出 現 回 数 で 割 っ た も の で あ る 。 一 般
的 な テ キ ス ト 集 合 を も っ て い れ ば こ れ は 実 現 で き る 。 有 意 に 大 き い か ど う か の 判 定 に は 一
般 に 統 計 的 検 定 が 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
統 計 的 検 定 と は 、 検 定 す べ き 仮 説 と 客 観 的 証 拠 と し て の 標 本 デ ー タ と を 比 較 し て 、 そ の 間
に 矛 盾 が な け れ ば 仮 説 を 受 け 入 れ 、 矛 盾 が 生 じ た 場 合 に は 仮 説 を 棄 却 す る も の で あ る （ 参
考 文 献 の 一 例 と し て 、 心 理 教 育 統 計 学 　 培 風 館 　 肥 田 他 、 参 照 ） 。
【 ０ １ ２ ９ 】
（ 例 に よ る 説 明 ）
例 え ば 、 次 の よ う な テ キ ス ト が 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た と す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
『 自 然 言 語 で は ， 動 詞 を 省 略 す る と い う こ と が あ る ． こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 復 元 す る こ と
は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な こ と で あ る ． そ こ で 本
研 究 で は ， こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り 語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と
を 行 な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 動 詞 の 省 略 現 象 を 補 完 す る 動 詞 が テ キ ス ト 内
に あ る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ
ル で 再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解 析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ
る こ と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ．
そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ
キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る
だ け で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ
ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は ， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ
ろ う ． 』
ユ ー ザ は 、 言 語 学 の 専 門 の 人 と す る 。 そ の 場 合 、 言 語 学 的 な 表 現 、 そ の 個 人 環 境 で の 「 言
語 」 「 動 詞 」 「 省 略 」 の 使 用 頻 度 が 、 一 般 的 テ キ ス ト で の 出 現 頻 度 に 比 べ て 有 意 に 高 い と
す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
こ の 方 法 の 場 合 、 有 意 差 検 定 の 利 用 （ 統 計 的 検 定 ） に よ り 、 自 動 的 に 「 こ と 」 「 内 」 な ど
の 一 般 的 な 名 詞 は 有 意 に 高 い と は で な い の で 、 強 調 表 示 さ れ な い こ と に な る 。 そ の 場 合 、
次 の よ う な 強 調 表 示 と な る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
『 自 然 《 言 語 》 で は ， 《 動 詞 》 を 《 省 略 》 す る と い う こ と が あ る ． こ の 《 省 略 》 さ れ た 《
動 詞 》 を 復 元 す る こ と は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な
こ と で あ る ． そ こ で 本 研 究 で は ， こ の 《 省 略 》 さ れ た 《 動 詞 》 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り
語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と を 行 な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 《 動 詞 》 の 省
略 現 象 を 補 完 す る 《 動 詞 》 が テ キ ス ト 内 に あ る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し
て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ ル で 再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解
析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《
動 詞 》 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ． そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞
》 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞 》 が な い 場
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合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る だ け で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ
ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は
， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ ろ う ． 』
強 調 表 示 箇 所 は 《 ， 　 》 で 囲 っ て い る 。 こ の よ う に 、 自 分 の よ く 使 う 単 語 、 つ ま り 、 そ の
人 の 興 味 の 大 き い 単 語 が 強 調 表 示 さ れ る こ と に な る 。 自 分 の 興 味 の あ る 単 語 を 含 む 段 落 や
文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き 、 そ れ を 中 心 に 読 む な ど の こ と が で き 、 便 利 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
（ ５ ） ： 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 動 作 説 明 （ ５ ）
▲ １ ▼ ： ユ ー ザ の 日 々 の 読 み 書 き の 行 動 か ら 、 頻 度 記 憶 部 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 （ 図
５ 、 図 ７ 参 照 ） で 、 ユ ー ザ の 読 み デ ー タ 、 書 き デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
▲ ２ ▼ ： 差 分 強 調 装 置 ９ で 、 入 力 さ れ た 文 章 の う ち 、 ユ ー ザ 個 人 で の 単 語 出 現 確 率 が 、 一
般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 の あ る 値 倍 よ り も 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
単 語 Ａ の 出 現 確 率 は 、 単 語 Ａ の 出 現 回 数 を 全 単 語 の 総 出 現 回 数 で 割 っ た も の で あ る 。 一 般
的 な テ キ ス ト 集 合 を も っ て い れ ば こ れ は 実 現 で き る 。 こ の 事 例 で は 有 意 か ど う か の 判 定 を
し な い の で 統 計 的 検 定 な ど の 難 し い 方 法 を 使 わ な く て 済 む 。
【 ０ １ ３ ６ 】
単 に 、 ユ ー ザ 個 人 で の 単 語 出 現 確 率 と 一 般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 を 計 算 し 、 そ の
割 り 算 が 、 つ ま り 、 ユ ー ザ 個 人 で の 単 語 出 現 確 率 を 一 般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 で
割 っ た 値 が あ ら か じ め 定 め た あ る 値 よ り も 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
（ 例 に よ る 説 明 ）
例 え ば 、 次 の よ う な テ キ ス ト が 入 力 部 ６ か ら 入 力 さ れ た と す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
『 自 然 言 語 で は ， 動 詞 を 省 略 す る と い う こ と が あ る ． こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 復 元 す る こ と
は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な こ と で あ る ． そ こ で 本
研 究 で は ， こ の 省 略 さ れ た 動 詞 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り 語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と
を 行 な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 動 詞 の 省 略 現 象 を 補 完 す る 動 詞 が テ キ ス ト 内
に あ る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ
ル で 再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解 析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ
る こ と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ．
そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ
キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 動 詞 が な い 場 合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る
だ け で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ
ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は ， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ
ろ う ． 』
こ こ で ユ ー ザ は 言 語 学 の 専 門 の 人 と す る 。 そ の 場 合 、 言 語 学 的 な 表 現 、 そ の 個 人 環 境 で の
「 言 語 」 「 動 詞 」 「 省 略 」 の 使 用 頻 度 が 、 一 般 的 テ キ ス ト で の 出 現 頻 度 の あ ら か じ め 定 め
た 値 倍 し た も の よ り も 高 い と す る 。 こ の 方 法 の 場 合 も 、 自 動 的 に 「 こ と 」 「 内 」 な ど の 一
般 的 な 名 詞 は 比 率 的 に は そ れ ほ ど 出 現 し な い の で 強 調 表 示 さ れ な い こ と に な る 。 そ の 場 合
、 次 の よ う な 強 調 表 示 と な る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
『 自 然 《 言 語 》 で は ， 《 動 詞 》 を 《 省 略 》 す る と い う こ と が あ る ． こ の 《 省 略 》 さ れ た 《
動 詞 》 を 復 元 す る こ と は ， 対 話 シ ス テ ム や 高 品 質 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 実 現 に は 不 可 欠 な
こ と で あ る ． そ こ で 本 研 究 で は ， こ の 《 省 略 》 さ れ た 《 動 詞 》 を 表 層 の 表 現 （ 　 手 が か り
語 ） 　 と 用 例 か ら 補 完 す る こ と を 行 な う ． 解 析 の た め の 規 則 を 作 成 す る 際 ， 《 動 詞 》 の 省
略 現 象 を 補 完 す る 《 動 詞 》 が テ キ ス ト 内 に あ る か い な か な ど で 分 類 し た ． 小 説 を 対 象 に し
て 実 験 を 行 な っ た と こ ろ ， テ ス ト サ ン プ ル で 再 現 率 ８ ４ ％ 　 ， 適 合 率 ８ ２ ％ 　 の 精 度 で 解
析 で き た ． こ の こ と は 本 手 法 が 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る ． テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《
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動 詞 》 が あ る 場 合 は 非 常 に 精 度 が 良 か っ た ． そ れ に 比 べ ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞
》 が な い 場 合 は あ ま り 良 く な か っ た ． し か し ， テ キ ス ト 内 に 補 完 す べ き 《 動 詞 》 が な い 場
合 の 問 題 の 難 し さ か ら 考 え る と ， 少 し で も 解 析 で き る だ け で も 価 値 が あ る ． ま た ， コ ー パ
ス が 多 く な り ， 計 算 機 の 性 能 も あ が り 大 規 模 な コ ー パ ス が 利 用 で き る よ う に な っ た 際 に は
， 本 稿 で 提 案 し た 用 例 を 利 用 す る 手 法 は 重 要 に な る だ ろ う ． 』
強 調 表 示 箇 所 は 《 ， 　 》 で 囲 っ て い る 。 こ の よ う に 、 自 分 の よ く 使 う 単 語 、 つ ま り 、 そ の
人 の 興 味 の 大 き い 単 語 が 強 調 表 示 さ れ る こ と に な る 。 自 分 の 興 味 の あ る 単 語 を 含 む 段 落 や
文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き 、 そ れ を 中 心 に 読 む な ど の こ と が で き 、 便 利 で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
な お 、 全 文 検 索 技 術 の 参 考 資 料 の 一 例 と し て 、 日 本 語 全 文 検 索 シ ス テ ム の 構 築 と 活 用 ， 馬
場 肇 　 Ｓ Ｏ Ｆ Ｔ 　 Ｂ Ａ Ｎ Ｋ 　 が あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 強 調 表 示 と し て 、 ２ 重 山 括 弧 で 囲 む 説 明 を し た が 、 下 線 、 色
分 け 、 背 景 の 変 更 、 字 体 の 変 更 、 点 滅 等 他 の 強 調 表 示 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
さ ら に 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 頻 度 記 憶 部 ３ で 、 個 人 環 境 で の 読 み 書 き シ ス テ ム か ら 入 力
さ れ た 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る 説 明 を し た が 、 読 み シ ス テ ム の み 、 又 は 、 書 き シ ス テ ム
の み か ら 入 力 さ れ た 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
§ ３ ： プ ロ グ ラ ム イ ン ス ト ー ル の 説 明
個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 ２ 、 頻 度 記 憶 手 段 ３ ａ 、 頻 度 記 憶 部 ３ 、 言 語 変 換 手 段 ４ ａ 、 言 語 変
換 部 ４ 、 読 み 書 き 入 力 部 ５ 、 入 力 部 ６ 、 出 力 部 ７ 、 言 語 補 助 変 換 部 ８ 、 差 分 強 調 装 置 ９ 、
削 除 用 単 語 記 憶 部 １ ０ 、 格 納 手 段 １ ３ ａ 等 は 、 プ ロ グ ラ ム で 構 成 で き 、 主 制 御 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ
） が 実 行 す る も の で あ り 、 主 記 憶 に 格 納 さ れ て い る も の で あ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム は 、 一 般
的 な 、 コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 さ れ る も の で あ る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ は 、 主 制 御 部 、 主 記 憶 、
フ ァ イ ル 装 置 、 表 示 装 置 、 キ ー ボ ー ド 等 の 入 力 手 段 で あ る 入 力 装 置 な ど の ハ ー ド ウ ェ ア で
構 成 さ れ て い る 。 こ の コ ン ピ ュ ー タ に 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る 。 こ の イ
ン ス ト ー ル は 、 フ ロ ッ ピ ィ 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 等 の 可 搬 型 の 記 録 （ 記 憶 ） 媒 体 に 、 こ れ ら の
プ ロ グ ラ ム を 記 憶 さ せ て お き 、 コ ン ピ ュ ー タ が 備 え て い る 記 録 媒 体 に 対 し て 、 ア ク セ ス す
る た め の ド ラ イ ブ 装 置 を 介 し て 、 或 い は 、 Ｌ Ａ Ｎ 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 、 コ ン ピ ュ ー
タ に 設 け ら れ た フ ァ イ ル 装 置 に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。 そ し て 、 こ の フ ァ イ ル 装 置 か ら 処 理
に 必 要 な プ ロ グ ラ ム ス テ ッ プ を 主 記 憶 に 読 み 出 し 、 主 制 御 部 が 実 行 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
（ １ ） ： 頻 度 記 憶 手 段 で 、 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か
ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る た め 、 個 人 環 境 で の
文 字 列 の 頻 度 情 報 に よ り 、 入 力 文 の 個 人 環 境 へ の 言 語 変 換 や 差 分 強 調 を 容 易 に 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
（ ２ ） ： 頻 度 記 憶 手 段 で 、 書 き 入 力 検 出 部 で 検 出 し た 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 の 重 み を 読
み 入 力 検 出 部 で 検 出 し た 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 の 重 み よ り 重 く し て 前 記 任 意 の 文 字
列 の 出 現 頻 度 を 求 め る た め 、 印 象 の よ り 多 い 「 書 く 」 と い う こ と を 重 要 視 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
（ ３ ） ： 読 み 入 力 検 出 部 で 、 表 示 時 間 の 短 い も の は 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 と し て 検 出 し
な い よ う に し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る た め 、 個 人 が 読 ま な い で 単 に 表 示 す
る も の を 除 く こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
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（ ４ ） ： 頻 度 記 憶 手 段 で 、 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ の う ち 古 い も の
を 削 除 し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る た め 、 最 近 の 個 人 環 境 頻 度 を 記 憶 で き 、
個 人 環 境 の 変 化 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
（ ５ ） ： 頻 度 記 憶 手 段 で 、 読 み 書 き 入 力 部 か ら 入 力 さ れ た 読 み 書 き デ ー タ か ら 古 い も の の
重 み を 軽 く し て 前 記 任 意 の 文 字 列 の 出 現 頻 度 を 求 め る た め 、 最 近 の 個 人 環 境 頻 度 を 重 要 視
で き 、 個 人 環 境 の 変 化 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
（ ６ ） ： 言 語 変 換 手 段 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 を 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 出
現 頻 度 の 高 い 文 字 列 に 変 換 し て 出 力 す る た め 、 各 個 人 に と っ て 分 か り や す い 表 現 に す る こ
と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
（ ７ ） ： 言 語 変 換 手 段 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る た め 、 完 全 に 書 き 換 え て 、 勘
違 い や 文 の 意 味 が 変 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
（ ８ ） ： 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る た め 、 自 分 の 苦 手 な 文 字 列 や 単
語 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
（ ９ ） ： 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い
る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る た め 、 自 分 の 興 味 の 大 き い 文 字
列 や 単 語 を 強 調 表 示 し て 、 自 分 の 興 味 の あ る 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
（ １ ０ ） ： 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 で 、 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 か ら 入 力
さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を
カ ウ ン ト し 、 言 語 変 換 手 段 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納
さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す る た め 、 完 全 に 書 き 換
え て 、 勘 違 い や 文 の 意 味 が 変 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
（ １ １ ） ： 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 で 、 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 か ら 入 力
さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を
カ ウ ン ト し 、 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前 記 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納
さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る た め 、 自 分 の 苦 手 な 文
字 列 や 単 語 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
（ １ ２ ） ： 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽 出 単 位 と 入 力 さ れ
た 文 字 列 の 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を 設 定 し 、 抽 出 手 段
で 入 力 さ れ た 文 字 列 の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 以 外 の 領 域 か ら 全 て の 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る
も の を 抽 出 し て 前 記 格 納 手 段 に 格 納 し 、 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 前 記 格 納 手 段 に 格
納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出 力
す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置 で 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ
き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 文 字
列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る た め 、 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が 少 な く 、
自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に 現 れ た 箇 所 を 容 易 に 特 定 で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
（ １ ３ ） ： 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽 出 単 位 と 入 力 さ れ
た 文 字 列 の 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を 設 定 し 、 抽 出 手 段
で 、 入 力 さ れ た 文 書 デ ー タ の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 格 納 手 段 に 格 納 さ れ て い な い
前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出 力 し 、 前 記 強 調 表
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示 し た も の を 前 記 格 納 手 段 に 格 納 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り 返 す 差 分 強 調 装 置
で 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 、 個 人 環 境
頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る た
め 、 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が 少 な く 、 自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に 現 れ た 箇 所 を 容 易 に 特 定 で
き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
（ １ ４ ） ： 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 で 、 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 部 か ら 入 力
さ れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を
カ ウ ン ト し 、 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ
て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る た め 、 自 分 の 興 味 の 大 き い
文 字 列 や 単 語 を 強 調 表 示 し て 、 自 分 の 興 味 の あ る 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
（ １ ５ ） ： 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が 一
般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 よ り 有 意 に 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る た め 、 出 現 確
率 が 有 意 に 大 き く な い 一 般 的 な 名 詞 等 は 強 調 表 示 さ れ な く な り 、 そ の 人 の 興 味 の 大 き い 文
字 列 や 単 語 が 強 調 表 示 さ れ 、 自 分 の 興 味 の あ る 文 字 列 や 単 語 を 含 む 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探
す こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
（ １ ６ ） ： 差 分 強 調 装 置 で 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち ユ ー ザ 個 人 で の 文 字 列 出 現 確 率 が 一
般 的 な テ キ ス ト 集 合 で の 出 現 確 率 の あ る 値 倍 よ り 大 き い も の だ け を 強 調 表 示 す る た め 、 出
現 確 率 が あ る 値 倍 よ り 大 き く な い 一 般 的 な 名 詞 等 は 比 率 的 に 強 調 表 示 さ れ な く な り 、 そ の
人 の 興 味 の よ り 大 き い 文 字 列 や 単 語 が 強 調 表 示 さ れ 、 自 分 の 興 味 の あ る 文 字 列 や 単 語 を 含
む 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
（ １ ７ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、 該 読 み 書 き 入 力 手 段
か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字
列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト す る 頻 度 記 憶 手 段 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ
ラ ム 又 は プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 と す る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ
ン ス ト ー ル す る こ と で 、 個 人 環 境 で の 文 字 列 の 頻 度 情 報 を 得 る こ と が で き る 個 人 環 境 頻 度
記 憶 装 置 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
（ １ ８ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、 該 読 み 書 き 入 力 手 段
か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字
列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 を 前 記 頻
度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 に 変 換 し て 出 力 す る 言 語 変 換 手 段 と し
て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 又 は プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 と す
る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、 各 個 人 に と っ て 分 か
り や す い 表 現 に す る こ と が で き る 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
（ １ ９ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、 該 読 み 書 き 入 力 手 段
か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字
列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前
記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 出 現 頻 度 の 高 い 文 字 列 を 括 弧 づ け で 補 助 表 記 し て 出 力 す
る 言 語 変 換 手 段 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 又 は プ ロ グ ラ ム を 記
録 し た 記 録 媒 体 と す る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、
完 全 に 書 き 換 え て 、 勘 違 い や 文 の 意 味 が 変 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 個 人 環 境 言 語 変
換 装 置 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
（ ２ ０ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、 該 読 み 書 き 入 力 手 段
か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字
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列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前
記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強 調 表 示 す る
差 分 強 調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 又 は プ ロ グ ラ ム を 記 録
し た 記 録 媒 体 と す る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、 自
分 の 苦 手 な 文 字 列 や 単 語 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 を 容 易 に 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
（ ２ １ ） ： 個 人 環 境 で の 読 み 書 き の 入 力 を 行 う 読 み 書 き 入 力 手 段 と 、 該 読 み 書 き 入 力 手 段
か ら 入 力 さ れ た 個 人 環 境 で の 読 み 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字
列 毎 の 個 数 を カ ウ ン ト し て 出 現 頻 度 を 求 め る 頻 度 記 憶 手 段 と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の う ち 前
記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 上 の も の を 強 調 表 示 す る
差 分 強 調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 又 は プ ロ グ ラ ム を 記 録
し た 記 録 媒 体 と す る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る こ と で 、 自
分 の 興 味 の あ る 段 落 や 文 を 手 際 よ く 探 す こ と が で き る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 を 容 易 に 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
（ ２ ２ ） ： 個 人 環 境 で の 書 き の 入 力 を 行 う 書 き 入 力 手 段 と 、 前 記 書 き 入 力 手 段 か ら 入 力 さ
れ た 個 人 環 境 で の 書 き デ ー タ か ら 任 意 の 文 字 列 を 抽 出 し 、 該 抽 出 し た 文 字 列 毎 の 個 数 を カ
ウ ン ト す る 頻 度 記 憶 手 段 と 、 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 と し て 出 力 す る 対 象 の 単 位 で あ る 抽
出 単 位 と 入 力 さ れ た 文 字 列 の 差 分 を 検 出 す る た め に 比 較 す る 領 域 の 単 位 で あ る 検 出 領 域 を
設 定 し 、 抽 出 手 段 で 、 入 力 さ れ た 文 書 デ ー タ の 現 在 の 前 記 検 出 領 域 に お い て 、 格 納 手 段 に
格 納 さ れ て い な い 前 記 抽 出 単 位 に 相 当 す る も の を 強 調 表 示 し て 現 在 の 検 出 領 域 の 文 書 を 出
力 し 、 前 記 強 調 表 示 し た も の を 前 記 格 納 手 段 に 格 納 す る こ と を 、 前 記 検 出 領 域 ご と に 繰 り
返 す 差 分 強 調 装 置 と 、 前 記 抽 出 手 段 で 強 調 表 示 す べ き と 判 断 さ れ た 前 記 入 力 さ れ た 文 字 列
の う ち 、 前 記 頻 度 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ て い る 文 字 列 の 出 現 頻 度 が あ る 閾 値 以 下 の も の を 強
調 表 示 す る 前 記 差 分 強 調 装 置 と し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 又 は プ
ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 と す る た め 、 こ の プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル
す る こ と で 、 強 調 表 示 さ れ る 箇 所 が 少 な く 、 自 分 の 苦 手 な 表 現 が 初 出 に 現 れ た 箇 所 を 容 易
に 特 定 で き る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 原 理 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 に お け る 個 人 環 境 言 語 変 換 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 に お け る 言 語 補 助 変 換 部 を 用 い る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 に お け る 頻 度 記 憶 部 の 説 明 図 （ １ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 に お け る 頻 度 記 憶 部 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト （ １ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 に お け る 頻 度 記 憶 部 の 説 明 図 （ ２ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 に お け る 頻 度 記 憶 部 の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト （ ２ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 に お け る 言 語 変 換 部 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 に お け る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 の 形 態 に お け る 削 除 用 単 語 記 憶 部 を 用 い る 個 人 環 境 差 分 強 調 装 置 の 説 明 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 個 人 環 境 頻 度 記 憶 装 置
３ ａ 　 頻 度 記 憶 手 段
４ ａ 　 言 語 変 換 手 段
５ 　 読 み 書 き 入 力 部
６ 　 入 力 部
７ 　 出 力 部
１ ３ ａ 　 格 納 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(26) JP 2004-265014 A 2004.9.24


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

